
２
０
１
1
年
3
月
11

日
午
後
２
時
46
分
。
東
日

本
を
襲
っ
た
巨
大
地
震
は
、

激
し
い
揺
れ
と
全
て
を
飲

み
込
む
巨
大
な
津
波
に
よ

り
、
関
連
死
を
含
む
死

者
・
行
方
不
明
者
は
合
わ

せ
て
２
万
２
千
人
を
超
え

る
甚
大
な
被
害
と
な
り
私

た
ち
の
日
常
を
一
変
さ
せ

ま
し
た
。
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＊
＊
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＊

発
災
直
後
、
国
土
交
通

省
東
北
地
方
整
備
局
は
す

ぐ
に
行
動
を
開
始
し
、
被

害
状
況
の
把
握
や
救
援
活

動
を
進
め
ま
し
た
。
特
に

重
要
だ
っ
た
の
が
、
救
援

物
資
を
届
け
る
た
め
の

「
命
の
ル
ー
ト
」
を
確
保

す
る
こ
と
で
す
。
国
道
4

号
な
ど
の
縦
軸
の
道
路
と

内
陸
か
ら
沿
岸
へ
向
か
う

横
軸
の
道
路
を
優
先
的
に

復
旧
す
る
と
と
も
に
、
各

地
の
港
湾
や
仙
台
空
港
も

早
期
に
使
え
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

そ
の
後
、
本
格
的
な
復

興
と
し
て
三
陸
沿
岸
道
路

や
復
興
支
援
道
路
が
整
備

さ
れ
、
災
害
時
に
も
使
え

る
安
全
な
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
河
川
で
は
堤
防

を
強
化
し
、
津
波
に
強
い

構
造
へ
の
改
良
を
行
っ
た

東
北
地
方
整
備
局
の
河

川
の
仕
事
は
、
一
級
河
川

に
お
い
て
、
水
害
か
ら
地

域
を
守
る
た
め
の
堤
防
整

備
や
川
の
改
良
、
ダ
ム
や

河
川
の
管
理
お
よ
び
、
施

設
の
点
検
・
修
繕
な
ど
を

行
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
川
の
環
境
を
守

る
取
り
組
み
の
ほ
か
、
地

域
の
新
し
い
魅
力
や
活
動

を
生
み
出
す
取
組
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

河
川
の
イ
ン
フ
ラ
を
活
用

し
た
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

宮
城
県
大
崎
市
に
位
置

す
る
鳴
子
ダ
ム
は
、
洪
水
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徹
頭
徹
尾

コラム

ひ
と
区
切
り

東
北
地
方
整
備
局
は
、

東
北
６
県
の
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
管
轄
し
、
国
道

や
高
規
格
道
路
な
ど
の
整

備
・
管
理
を
担
っ
て
お
り
、

具
体
的
に
は
、
物
流
・
観

光
・
地
域
生
活
を
支
え
る

幹
線
道
路
の
整
備
を
行
い
、

バ
イ
パ
ス
建
設
、
拡
幅
、

老
朽
化
対
策
、
雪
寒
地
型

の
道
路
管
理
な
ど
、
多
様

な
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
は
下
の
図

に
示
す
と
お
り
、
秋
田
県

の
横
堀
道
路
な
ど
６
カ
所
、

21.

9

が
新
た
に
開
通

し
ま
し
た
。

令
和
8
年
度

入
省
案
内
完
成

入省案内は
こちらから

豊
か
な
東
北
を
生
み
出
す
地
域
づ
く
り

私
た
ち
の
仕
事
と
イ
ン
フ
ラ
の
利
活
用

東
日
本
大
震
災
か
ら

15
年
の
歩
み

復
旧
・復
興

そ
し
て
未
来
へ

話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は

４
月
26
日(

日)

か
ら
4
月

28
日(

火)

の
予
定
で
す
。

調
節
や
発
電
の
た
め
、
日

本
の
技
術
者
だ
け
で
建
設

し
た
初
の
ア
ー
チ
式
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ダ
ム
と
し
て
、

２
０
１
６
年
に
土
木
遺
産

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

す
だ
れ
放
流
は
も
と
も

と
ダ
ム
の
満
水
時
放
流
点

検
の
た
め
の
放
流
で
す
が
、

造
形
自
体
が
注
目
さ
れ
て

い
た
事
も
重
な
り
、
美
し

い
ア
ー
チ
か
ら
一
斉
に
春

の
雪
解
け
水
を
放
流
す
る

様
子
が
「
春
の
風
物
詩
」

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
２
０
２
２
年
に

始
ま
っ
た
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

に
よ
り
、
す
だ
れ
放
流
が

虹
色
に
輝
く
様
子
は
近
年

鳴
子
ダ
ム
の
す
だ
れ
放
流

レ
イ
ン
ボ
ー

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

東
北
管
内
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

〈令
和
7
年
度
開
通
〉

国道46号
盛岡西バイパス 3.6km

2.5km

国道108号
古川東バイパス1.6km 

349 丸森地区災害
復旧事業 6.0km

二ツ井今泉道路 4.5km

横堀道路 3.7km

▲開通式の様子

仕
事
で
は
“
区
切
り
”

と
い
う
も
の
が
必
ず
あ
り
、

そ
れ
は
新
た
な
事
業
が
立

ち
上
が
っ
た
時
で
あ
っ
た

り
、
今
回
の
記
事
で
紹
介

し
た
よ
う
な
道
路
の
開
通

時
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

年
度
末
も
区
切
り
の
一

つ
で
、
明
日
か
ら
新
年
度

が
始
ま
り
、
東
北
地
方
整

備
局
の
職
員
も
職
場
や
仕

事
の
内
容
、
生
活
環
境
が

が
変
わ
る
人
な
ど
、
変
化

が
生
じ
ま
す
。
寂
し
い
反

面
、
新
た
な
出
会
い
の
機

会
で
す
し
、
仕
事
の
変
化

は
自
身
の
成
長
に
つ
な
が

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

皆
様
に
と
っ
て
新
年
度

が
輝
か
し
い
未
来
に
な
る

こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

ほ
か
、
港
湾
で
は
耐
震
性

を
強
化
し
た
岸
壁
や
津
波

か
ら
地
域
を
守
る
防
波
堤

整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
被
災
地
で
の
復

旧
に
あ
た
り
、
防
災
と
ま

ち
づ
く
り
を
一
体
で
進
め
、

祈
念
公
園
や
伝
承
施
設
が

整
え
ら
れ
、
震
災
の
教
訓

を
次
世
代
に
伝
え
る
取
り

組
み
が
続
い
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

震
災
後
15
年
に
わ
た
る

東
北
地
方
整
備
局
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
10
分
程

度
の
動
画
に
ま
と
め
て
い

り
ま
す
。

東日本大震災
から１５年の歩み

入省内容の一部抜粋→

東
北
地
方
整
備
局
の
新

し
い
入
省
案
内(

パ
ン
フ

レ
ッ
ト)

が
完
成
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
社
会
的
役
割

や
、
部
署
や
課
ご
と
の
業

務
内
容
、
若
手
の
先
輩
方

の
声
な
ど
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
入
省
後
の

研
修
制
度
や
福
利
厚
生
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
内
容
な
ど

も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

鳴
子
ダ
ム
の
す
だ
れ
放
流

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
様
子

ｋｍ


